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 研究要旨 
視覚聴覚二重障害においては、個別に専門性の高い医療が必要であり、若年

者を長期間小児病院のみでの支援していくことは難しい。そのため、小児か

ら成人への移行期においては、適切な医療の継続と自然歴・治療・加齢によ

る変化への対応を行っていくための体制・プログラムの作成が非常に重要で

ある。 
 
 
 
Ａ．研究目的 
 小児から成人への移行期においては、適切な

医療の継続と自然歴・治療・加齢による変化へ

の対応を行っていくための移行期医療支援モデ

ルの作成を行う。 
 
Ｂ．研究方法 
１、本疾病群に対する移行期医療支援モデルを

構築する。 
２、既に策定した診療マニュアルの普及・啓

発、改訂を進める。 
３、指定難病、難病プラットフォーム等のデー

タベース構築に協力する。 
 
Ｃ．研究結果   
 昨年度は11月10日の班会議において、大阪母

子医療センター眼科における移行期医療の現

状、及び取り組みについて報告した。 
 
Ｄ．考察 
 当院では病院の特性上、全身的異常をかか

え、多科の診察が必要な患者が多い。患者の医

学的な問題だけではなく全体的な社会的状況な

ども加味して対応する必要があり、移行におい

ては多職種による移行期支援のチームやカンフ

ァレンスが重要な役割を果たすと考えられる。 

 
E．結論 
 視覚聴覚二重障害の患者は発達遅滞や全身疾

患などを合併することも多く、移行においては 
患者の医学的な問題だけではなく全体的な社会

的状況なども加味しする必要があり、多職種に

よる移行期支援のチームやカンファレンスが重

要な役割を果たすと考えられる。 
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